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【法句】 229 世俗の論理の行き詰まることを教えるのが仏法（栗山力精）

つ
い
た
ち
礼
拝（
月
の
は
じ
め
は
礼
拝
日
）　

７
月
１
日（
日
）　

午
前
９
時
よ
り
45
分
間
／※

８
月
は
お
休
み
で
す

雨

安

居
︵
仏
婦
法
座
︶

日　

程

ご
講
師

御

案

内

　

し
っ
と
り
落
ち
着
く
梅
雨
の
時
期
、
年
に
一
度
の
仏
婦
役
員
主
催

の
法
座
を
開
き
ま
す
。
昼
座
の
一
日
、
ど
う
ぞ
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

ご
一
緒
に
阿
弥
陀
さ
ま
の
願
い
の
お
心
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
男
性
の
方
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

本
願
寺
派
布
教
使

　
　
　
　

渡
辺
　
崇
之 
師
（
福
岡
県
朝
倉
市
）

●
参
拝
セ
ッ
ト
…
①
お
念
珠
・
②
聖
典
・
③
式
章
・
④
聴
聞
カ
ー
ド

6
月
　
日（
月
）

18
昼
　
時
半
〜
　
時
半

13

15

こ
れ
に
類
似
す
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
、

端
的
に
表
現
し
た
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

…
…
…

　

世
間
で
は
、
他
力
は
自
力
に
対
す
る
も
の
の
よ
う
に
理
解

さ
れ
て
い
る
。
他
力
の
反
対
概
念
は
自
力
で
あ
り
、
自
力
の

反
対
概
念
が
他
力
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
自
力
は
自
分
の

力
で
あ
り
、
他
力
は
他
人
の
力
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
自
力
更
生
に
対
す
る
他
力
は
、
他
人
ま
か
せ

に
な
る
。
何
も
努
力
し
な
い
で
目
的
を
達
し
よ
う
と
す
る
横

着
者
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

　

…
…
…

　

親
鸞
聖
人
の
い
う
他
力
と
は
、相
対
的
な
自
力（
自
分
の
力
）

も
他
力
（
他
人
の
力
）
も
超
え
た
も
の
を
指
し
示
す
。
そ
れ

を
仏
力
（
仏
の
は
た
ら
き
）
と
い
い
、「
本
願
力
」
と
い
う
。

自
分
の
力
で
生
き
て
い
る
そ
の
ま
ま
が
、
絶
対
的
な
大
き
な

力
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

　

目
に
よ
っ
て
も
の
を
見
る
。
ど
こ
ま
で
も
自
分
の
力
で
あ

り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
自
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
は
た
し

て
自
分
の
力
で
あ
ろ
う
か
。
闇
の
中
で
は
も
の
を
見
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
闇
が
晴
れ
た
明
る
さ
の
な
か
で
の
み
可

能
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
光
明
こ
そ
、
も
の
を
見
せ
る
力
で
あ

る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
い
う
他
力
と
は
、
そ
う
い
う
人
間
の
在
り
方
の
根
柢
を

支
え
る
も
の
に
お
い
て
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
（
参
照
『
わ
か
り
や
す
い
名
言
名
句　

親
鸞
聖
人
の
こ
と
ば
』）

　

親
鸞
聖
人
の
宗
教
を
も
っ
と
も
端
的
に
表
現
し
た
言
葉
が

こ
れ
で
あ
る
。
仏
教
諸
宗
の
中
、
否
、
全
宗
教
の
中
で
も
、

親
鸞
聖
人
の
言
葉
２

「
他
力
と
い
ふ
は
如
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
本
願
力
な
り
」
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専
徳
寺
納
骨
堂
受
付
中

【
日
時
】
7
月
28
日（
土
）
15
時
半
〜
20
時

【
場
所
】
専
徳
寺
本
堂

【
内
容
】
お
み
が
き
、
総
会
、
懇
親
会

　

男
性
な
ら
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。
参
加
希
望
の

方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
☎
0
8
2
7
ー

38
ー

1
1
2
4
）

専
徳
寺
倶
楽
部
夏
の
集
い

御
講
師
：
中
島
昭
念
師

参
詣
者
：
初
日
＝
昼
85
人
、
夜
30
人

　
　
　
　

二
日
目
＝
昼
82
人
。

【
お
鉢
米
】
中
﨑
清
人

　

法
要
総
代
様
と
仏
婦
役
員
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
お
世
話
人
様
も
片
付
け
の
お
手

伝
い
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
「
バ
ー
ス
デ
ー
く
じ
び
き
」
を
行
い
ま
し
た
。

当
選
者
は
左
記
の
通
り
。

　

一
位　

佐
々
井
尚
子
様

　

二
位　

島
田
初
美
様
・
中
田
弘
子
様

　

三
位　

梶
本
美
代
子
様
、
高
林
雅
信
様
、

　
　
　
　

通
谷
愛
子
様

法
要
余
香
（
宗
祖
降
誕
会
5
月
24
・
25
日
）

           

夏
の
寺
子
屋　

～
宿
題
を
や
ろ
う
～

期　

間　

7
月
30
日︵
月
︶～
８
月
2
日︵
木
︶

︵
金
曜
日
は
あ
り
ま
せ
ん
︒︶

時　

間　

朝
８
時
半
～
11
時

対　

象　

小
学
生

持
ち
物　

夏
休
み
の
宿
題
︑
念
珠
︑
水
筒
︑

　
　
　
　

雑
巾

場　

所　

専
徳
寺

           

一
泊
合
宿　

～
お
寺
に
泊
ま
ろ
う
～

日　

時　

8
月
4
日︵
土
︶
15
時
～

　
　
　
　
　
　

5
日︵
日
︶
10
時

対　

象　

小
学
生
︵
一
人
で
泊
ま
れ
る
子
︶

参
加
費　

1
︐0
0
0
円

場　

所　

専
徳
寺

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
電
話
︵
38
ー
1
1
2
4
︶

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒〆
切
は
そ
れ
ぞ
れ

の
開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で
︒

参
加
す
る
子
の
﹁
①
名
前
︑②
学
年
︑③
住
所
︑

④
電
話
番
号
﹂
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
︒

後
日
持
ち
物
な
ど
︑

詳
細
を
お
伝
え
し
ま
す
︒

ご
恩
を
偲
び
ま
し
た

〔
法
事
勤
修
〕（
5
月
7
日
〜
5
月
31
日
）

【
通
津
】
松
川
千
代
子
7
、
藤
木
幸
生
1
、
岡
林
忠

治
100
、
白
井
圭
介
1
、
弘
中
祥
彦
13
・
100
・
200
、
藤

井
貴
美
枝
17
、【
保
津
】
伊
藤
暢
7
、
石
原
京
子
3
・

7
、【
藤
生
】
松
重
吉
英
7
・
7
、【
由
宇
】
布
重
泰

彦
50
、
久
米
瑞
枝
13
、【
火
打
岩
】
山
本
亮
輔
3
、

【
市
内
】
池
田
勉
13
、
留
島
ま
ち
子
7
、【
広
島
】
岸

村
司
1
、
門
前
正
明
1

5
月
28
日
御
往
生

　
　
　
　
　

黒
磯　
　

藤
尾　

敏
子 

様
（
62
）

喪
主　

藤
尾　

英
雄 

様

み
仏
に
い
だ
か
れ
て
〔
葬
儀
勤
修
〕

参
加
募
集

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の

お
知
ら
せ

　

5
月
30
日　

御
三
幅　

  　
　

 　

池
田　

勉 

様

　

お
給
仕
の
慶
び
一
入
に
存
じ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
仏
壇
入
仏
）

総
代
・
法
要
総
代
就
任

　

新
し
い
総
代
に
、
本
呂
尾
の
「
伊
原
哲
男
」
さ
ん

が
就
任
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
法
要
総
代
に
、
新
町
の
「
清
水
邦
博
」
さ

ん
、
本
呂
尾
の
「
藤
重
秀
男
」
さ
ん
、「
谷
岡
吉
見
」

さ
ん
が
就
任
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

法
義
相
続
へ
の
ご
助
力
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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